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自然を愛でながら、淡々と運命を受け入れて過ごしたいですね。
「かぐや姫」時代から多くのファンを魅了してやまない南こうせつさんは、樹木を愛し、緑
のある環境の大切さを伝えていることでも有名です。そんな南さんにお話を伺いました。

南こうせつさん（アーティスト）の話の話紙

みなみ・こうせつ

PROFILE

木が大好きだという南こうせつさんの自宅の
庭には、さまざまな種類の樹木が植えられて
いる。写真の木はワシントンヤシ。コンサー
トを終えて自宅へ帰り、樹々と会話をするの
が何よりの楽しみだという。

　実際にお会いした南こうせつさんは、穏やか
で自然の中の流れに従い生きていらっしゃる
ような方でした。樹木を愛しておられるとい
うお話も伺いました。私たち日本製紙グルー
プは樹木の恩恵の下、事業を営んでいます。今
号では木の様々な可能性をご紹介しましたが、
その源となる木を私たちも感謝を持って大切
に育てています。そんなところに共感を持っ
たインタビューとなりました。（藤田）
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丸沼高原で「森と紙のなかよし学校」を開催

　日本製紙グループは、6月9日（土）・10
日（日）の2日間にわたり「第12回 丸沼高原 
森と紙のなかよし学校」を開催しました。あ
いにくの小雨の中、日光国立公園内に位置
する社有林の散策や、小枝から作ったパル
プを使っての紙すきなどを体験していただ
き、生活に身近な紙と森のつながりを楽し
みながら学んでいただきました。
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木の主成分である
セルロースとリグニン

　木材の主成分は大きく繊維成分（セルロースな
ど）と繊維を強固に結び付けている接着成分（リグ
ニン）に分けることができます（図）。一般的にセル
ロースは紙の原料として、またリグニンは黒液（木
材チップからパルプを作る時の廃液）の形で、エネ
ルギーとして利用されます。日本製紙グループで
は木材の高度化利用を進めることで、木材をさま
ざまな形に変えて、お客様に提供しています。
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■木材断面イメージ 接着成分
（リグニン）

繊維成分
（セルロースなど）

こんな
ところにも！

日本製紙（株）は、コンクリート混和剤や分散剤などに使用され
るリグニンを生産する国内唯一のメーカーです。子会社の（株）
フローリックではリグニンに関する長年の研究を蓄積し、用途に応
じた各種銘柄を取り揃えています。

各種工業用品添加物

活用の背景

▲

木材からセ
ルロースを取り出す際に、
セルロース同士を接着し
ているリグニンが廃液とし
て出てきます。リグニンに
は、分散性や粘着性などの
機能があり、たとえば、コンクリートを作る際にリグニン
から作られた混和剤を混ぜることで、コンクリートの施
工性を向上させたり、品質を上げることができます。

用途

▲

コンクリート混和剤、分散剤など

活用の背景

▲

木は古
くから薪など、私たち
の日常のエネルギー
として活用されていま
した。近年は、木材が
再生可能な資源であ
ることから、地球に優しいエネルギーとして、
その活用に期待が集まっています。また、製紙
業界では、パルプを作る時の廃液である「黒
液」をエネルギーとして活用し、紙製造時の約
３割のエネルギーをまかなっています。
日本製紙グループは、自社で発電を行っています。
その発電能力は約170万キロワット、電力会社に
次ぐ国内最大級の発電能力です。「黒液」など
の木質バイオマス燃料やRPFなどの廃棄物燃料
を積極的に使用することで、その使用比率は
44%を占めています。

エネルギー

用途

▲

薪、ペレットなど

活用の背景

▲
木は、重さが軽
い割に丈夫で、
加工が容易で
す。また、木独
特の美しい模
様や色彩といった味わいは私たちに安
らぎを与えてくれます。そのため、柱な
どの住宅構造材、フローリングなどの
内装材や家具として、木は昔から活用
されています。

日本製紙グループの日本製紙木材（株）と
（株）パルは、家づくりに用いられる木材およ
び建材を製造・販売しています。日本製紙グ
ループとして長年築かれてきた「木」を活か
す技術やノウハウを基盤とし、きめ細やか
に、お客様のご要望にお応えしています。

木材

用途

▲

住宅内装材、家具など

活用の背景

▲

レーヨンは、木
の繊維であるセルロースを化
学的に取り出し、繊維として
再生したものです。肌触りが
滑らかなことに加え、焼却して
も有害物質がほとんど発生し
ないなどの利点があることから、最近では機能性
繊維として衣料などへの利用が拡大しています。

日本製紙（株）は、レーヨンなどの原料となる溶解パルプの国
内唯一の製造事業者であり、国内シェアの約4割を占めてい
ます。

衣料用繊維

用途

▲

衣類（レーヨン繊維）

日本製紙（株）は、セルロースを原料としたセルロースパウダー（商品名：KCフ
ロックⓇ）やCMC（商品名：サンローズⓇ）製品を幅広い用途向けに販売していま
す。コンビニやスーパーなどの店頭で「セルロース」や「CMC」の表示にご注目く
ださい。

食品添加物等

用途

▲

食品添加物、化粧品、健康食品の錠剤など
活用の背景

▲

セルロースを高
度に精製し、微細
化したセルロース
パウダーは、「保
水性」や「くっつ
き防止」などの機能を持ち、市販のギョ
ウザの具やシュレッドチーズ、化粧品、
健康食品の錠剤など身近なところに使
われています。また、セルロースを水溶
性に変性したカルボキシメチルセルロ
ース（CMC）は「乳タンパク安定性」や
「粘度を持たせる」などの機能があり、
乳酸菌飲料、歯磨き粉、春雨、パン、グミ
などに使用されています。

飲料（乳酸菌飲料）

冷菓（アイスクリーム） 畜肉（ハムなど）

その他食品（ゼリー、ケチャップなど）

化粧品（ローションなど）健康食品（錠剤など）

活用の背景

▲

紙は、セル
ロースを薄くシート状に
抄き上げたものです。軽
くて適度に丈夫なだけで
はなく、吸水性などの機
能もあることから、印刷を
はじめ、包んだり、拭いた
りする目的でさまざまな
製品が作られています。

日本製紙グループでは、身の回りで使われるさまざまな紙を社会に供給してい
ます。新聞用紙、印刷用紙、情報用紙、産業用紙の4分野で主要製品の国内トッ
プシェアを獲得しているほか、段ボール原紙のシェアも国内第3位です。牛乳パ
ックで使われるゲーブルトップ（屋根）型容器も国内トップの約4割のシェアを占
めています。また、家庭紙の世界的なブランドである「クリネックスⓇ」と「スコッ
ティⓇ」の国内での製造販売も行っています。

紙

用途
▲

印刷用紙、段ボール箱、紙袋、牛乳パック、ティッシュペーパーなど

活用の背景

▲

木を原料に、バ
イオエタノール
やバイオプラス
チックを作る研
究も進められて
います。木を原料にすることで、石油な
どの化石資源の使用量が減り、資源の
枯渇や地球温暖化の防止につながる
と期待が寄せられています。

日本製紙グループでは、研究開発部門を
中心に、木質バイオマスを用いた石油化
学品の代替品開発に取り組んでいます。
大学や他社とも共同研究を進めており、早
期実用化を目指しています。

＊セルロース由来のバイオエタノール、バイオプラス
チックはこれから実用化が進む技術であることから
点線としています。

石油化学品代替

用途

▲

バイオエタノール、バイオプラスチック

セルロースを原料としたフィルム

＊


